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機械器具 68 印象採得又は咬合採得用器具 

一般医療機器  歯科用咬合器  10201000 

（歯科用顔弓  35700000） 

 
ハノーモジュラー咬合器セット  

 

【形状・構造及び原理等】 

［形状・構造］ 

ハノーモジュラー咬合器 １９０ 

 

ハノースプリングボウ １８２－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［体に接触する部分の主な組成］（顔弓） 

ステンレス鋼（ボウ） 

ナイロン（イヤーピース） 

アルミニウム合金（バイトフォーク） 

［原理］ 

咬合器：あらかじめ記録した顎間関係にしたがって上顎及び

下顎模型を本品に取り付け、下顎運動の一部又は全部をシミ

ュレートする。 

顔弓：患者に装着して、側頭下顎関節（又は顎の開口運動軸）

に対する上顎弓の相対位置を記録するほか、口腔模型を顎の

開口運動軸と同じ関係に合わせる。 

［付属品］ 

デュアルエンド インサイザルピン 

マウンティングプレート 

バイトフォーク 

リマウンティング レコードジグ 

ハノーマウント 
 

【使用目的又は効果】 

咬合器は、あらかじめ記録した顎間関係にしたがって上顎及

び下顎模型を本品に取り付け、下顎運動の一部又は全部をシ

ミュレートするのに用いる。顔弓は、側頭下顎関節（又は顎の

開口運動軸）に対する上顎弓の相対位置を記録するほか、口腔

模型を顎の開口運動軸と同じ関係に合わせるために用いる。 
 

【使用方法等】 

詳細については、付属の取扱説明書を必ずお読みください。 

［使用方法］ 

(1) バイトフォークをワックス等で覆い、軟化させた後、上

顎咬合面に押しつけて陰型を採得する。 

(2) ボウに、イヤーピース及びトランスファークランプ一式

を取り付ける。 

(3) クランプにバイトフォークを挿入し、患者の外耳道に 

イヤーピースを装着する。 

(4) 固定ネジを調節・固定することにより、側頭下顎関節（又

は顎の開口運動軸）に対する上顎弓の相対位置を記録す

る。 

(5) 石こうが付着する可能性のある咬合器のすべての部分に

薄くワセリンを塗る。 

(6) キャストサポート等を利用して、上顎模型を石こう等で

マウントする。 

(7) 下顎模型を石こう等でマウントする。 

(8) 顔弓を咬合器に装着し、咬合器上に患者の顎と口腔模型

との位置関係を再現する。 

(9) 矢状顆路傾斜角、側方顆路角、切歯路角を調整し、補綴

物の製作を行う。 

 

【保管方法及び有効期間等】* 

［保管の条件］（咬合器） 

(1) 模型を装着した後の一昼夜は携帯用ケースや段ボール箱

又はロッカー等の中には入れないこと。［密閉された場所

では、石こうから湿気が発散し、温度と湿度を上昇させ、

アルカリ化した石こうが咬合器のアルミニウム部分を腐

食し、変色させるため。］ 

(2) 石こうやカーボランダム等の屑の無い清潔で乾燥した場

所に保管すること。 

 

【保守・点検に係る事項】* 

詳細については、付属の取扱説明書を必ずお読みください。 

［保守］（咬合器） 

(1) 咬合器のあらゆる作業部及びベアリング部分にハンドピ

ース用オイル／ミシン油を薄く塗布し、ベアリング等の

動きを妨げるようなほこり等が付着しないよう、余分な

油は拭き取ること。 

［滅菌］（顔弓：イヤーピース、バイトフォーク） 

(1) 初回使用前と毎診療後に、必ず高圧蒸気滅菌を行うこと。 

推奨滅菌条件（日本薬局方による）：115～118℃ 30 分間 

121～124℃ 15 分間 

126～129℃ 10 分間 

(2) 190℃以上に加熱しないこと。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】* 

製造販売業者： 

電 話 番 号 ： 06-6380-2525 

外国製造業者： ウィップミックス Whip Mix Corporation 

国 名 ： アメリカ合衆国 

［お問い合わせ先］ 

問 合 せ 窓 口 ： 株式会社モリタ お客様相談センター 

電 話 番 号 ： 0800-222-8020（無料） 

F a x 番 号 ： 0800-222-6480（無料） 

E - m a i l ： e-customer@morita.com 
 


